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　令和２年11月17日（火）15：00より本会収集運搬部会の先進事例調査として大阪
府大阪市住之江区にある大幸グループ津波避難ビル兼車輌センター（以下「車輌セン
ター」といいます。）を訪問し、約２時間にわたり、その建設の経緯や展望等について詳
細な説明を受け、また場内の実地案内により全容を見学してきました。

■会社概要
構　　成　　●大幸工業株式会社
　　　　　　　事業／�汚泥・廃酸・廃アルカリの収集運搬、浚渫工事の施工及び請負、流動化処理土の販

売、一般貨物自動車運送事業、特定旅客自動車運送事業、土木・建築工事の施工及
び請負、各種清掃業

　　　　　　●大阪ベントナイト事業協同組合
　　　　　　　事業／�汚泥・廃酸・廃アルカリの中間処理・流動化処理、組合員の取扱う汚泥の共同処理、

組合事業の知識普及を図るための教育・情報提供
　　　　　　●堺大幸工業有限会社
　　　　　　　事業／建設汚泥の収集運搬、土木・建築工事の施工及び請負
　　　　　　●大幸工業株式会社　泉佐野
　　　　　　　事業／�汚泥・廃酸・廃アルカリの収集運搬、浚渫工事の施工及び請負、一般貨物自動車運

送事業、ビルメンテナンス業
　　　　　　●北部大幸工業有限会社
　　　　　　　事業／建設汚泥の収集運搬、土木・建築工事の施工及び請負
　　　　　　●有限会社大幸リース
　　　　　　　事業／機械のリース、運搬車両のリース

廃棄物処理先進事例調査

第33回 大幸グループ　津波避難ビル兼車輌センター
（http://www.daiko-group.com/）
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　　以下は、大幸工業株式会社について示す。

設　　　立：1970年９月16日
代　表　者：代表取締役　浜　野　廣　美
本　　　社：大阪府大阪市住之江区平林南２丁目８番37号
　　　　　　（東��京��支��店）東京都港区西新橋１丁目18－６　クロスオフィス内幸町12階
　　　　　　（車輌センター）大阪府大阪市住之江区平林南１－３－27
資　本　金：5,000万円
従　業　員：66名（2018年４月現在）

■グループの取組み
　流動化処理土「ポリソイル」に象徴されるように、「リサイクルのパイオニア」として従来の廃棄物処
理業から資源循環を展開する製造業へと発展を遂げてきた同グループは、昨今業界内で顕著なＭ＆Ａの道
をあえて選択せず、廃棄物処理法の考え方の原点とも言える顧客や地域との信頼関係をより一層強めるこ
とに力を注ぎながら、他社との連携・提携に積極的に取り組んできた。

流動化処理土・ポリソイル　� 　
建設汚泥のリサイクル率向上を目指し開発した、流動化処理土「ポリソイル」。�通常の埋戻しにはも
ちろん、狭隘な空間や地下の空洞にも対応でき、幅広い場所で活用されています。

垣中部会長の挨拶▶
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浜野管理本部長より説明を受ける部会員

　このような姿勢は、津波等の非常災害時において「①従業員（人）の命を守る」、「②車両を守る」、「③
地域（まちづくり）を守る」という理念の下に進められた車輌センターの建設にも現れている。企業に
とって最も大切な使命は、従業員とその家族を守るために事業を継続していくことであり、そうした同グ
ループの取組みの一環として、2019年12月に車輌センターが完成に至った。一方、それは、非常災害
時において一般に開放される津波避難ビルの役割を担うことを想定したものでもあり、地域に安心を与え

る施設として期待されている。なお、津波
災害や水害時において、地域の人々が可能
な限り早く高い場所へ避難できるよう、自
治体により一時避難用の「津波避難ビル」
（指定緊急避難場所）の登録制度が設けら
れているが、以上から、同グループの車輌
センターは、大阪市住之江区及び地域（さ
ざんか平林協議会）と同月に三者協定を締
結し、「津波避難ビル」として指定を受け
ている。
　その他持続可能な社会の発展に貢献する
同グループの取組み（ＥＳＧ経営）とし
て、従来のＣＳＲ活動をＳＤＧｓと関連付
けながら、次のようなことが行われてい
る。

　１．�ＣＳＶ事業としての流動化処理土
「ポリソイル」の製造供給

　２．�ＣＯ２を大幅削減する海上輸送の継
続的な導入

　３．�積替保管倉庫へのソーラパネル設置
による太陽光発電の利用

　４．�地域を対象とした環境学習を柱とす
る教育活動

　５．�ＫＴＫ道路清掃美化キャンペーンの
展開（大阪ベントナイト事業協同組
合　環境対策協議会主催）

　６．�職場体験学習・インターンシップの
受入れ　ほか

協定を結んだ三者（左から、さざんか平林協議会福永会長、
大幸工業 浜野社長、西原住之江区長）
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■車輌センター
　同グループの中核的な事務所や施設がある大阪市住之江区では、今後30年以内に80％以上の確率で起
こると言われる南海トラフ巨大地震の津波被害に加え、豪雨による大和川の氾濫や堤防内の内水氾濫が予
想されている。こうした事態から人命と設備を守り、顧客や地域との信頼関係をより強いものとする堅牢
な防災拠点として機能し、また事業継続や早期復旧により顧客の事業活動の維持にも貢献し、被災及び経
済損失の削減を目指すことを目的として、2019年12月に同グループの車輌センターは完成した。
　この車輌センターは大型立体駐車場・自家給油
所・整備工場・事務所棟から構成されており、非常
災害時においては大型立体駐車場の屋上部分（地上
７ｍ程度）と事務所棟３階（地上６ｍ以上、その２
階で地上３ｍ以上）を避難場所として使用すること
（400名程度の収容が可能）が予定されている。
なお、これは南海トラフ巨大地震等の津波高さ想定
を十分に上回るものである。その際、この地域では
約５ｍの津波が110分後に到達すると試算されて
いるが、小学校等の避難場所が遠い人々、特に高齢
者や障害者等の方々は避難に時間が
掛かってしまうことが予想される。
大型立体駐車場の屋上へと続く車両
用スロープは、例えば車いすを利用
している方々でも、大勢が容易に避
難できるようなバリアフリー型設計
の建物となっている。
　さらに、車両用スロープ等の設備
を含め、基礎・躯体は、巨大地震そ
のものの衝撃に耐え得るだけの非常
に強固で頑丈な構造となっている。
仮に巨大な津波を伴う災害が発生し
た場合、平時は敷地内の地上に駐車
している車両を大型立体駐車場の屋
上に避難・移動させなければならな
いことになるわけだが、現在保有し
ている車両を全て屋上に避難・移動
させることができるだけの広さは確
保されており、またそうすることに
よる建物・構造としての強度上の問
題も一切ない（20ｔ車であれば、
最大60台程度まで屋上に駐車でき
るだけの強度に設計されているとの
ことである）。
　災害復旧が長引くことも視野に入
れ、事務所棟内には非常食や非常用
トイレ凝固剤、アルミブランケッ
ト、携帯電話充電器等が備蓄されている。大型立体駐車場に駐車している車両に機器を繋ぐことにより電
源を確保することも可能である。

津波到達時の仮想イメージ

大型車両駐車場の車両専用スロープ

車両専用スロープを実際に登らせていただきました
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　一方、車輌センターは、以上のような防災拠点としてだけでなく、通常業務下には10～20ｔ級の大型
車両の車庫及び運行管理基地として機能する施設でもあり、そのための設備も充実している。注目すべき

■まとめ
　大幸グループ津波避難ビル兼車輌センターを訪問し、その説明を受け、実地案内により見学した後の率
直な感想は、「同グループは従業員を非常に大切にされている」というものでした。紙面の関係上、本文
で触れることはしませんでしたが、グループ内表彰、従業員研修、資格・免許サポート、育児・介護休暇、
定年後の再雇用・嘱託就業、健康診断・人間ドック、労働安全衛生への取組み等、従業員の安全や健康と
働きがいや将来に向けた生活について真剣に考えられているからこそ、実際に整備するとなると困難と思
われる以上の社内環境づくりを図ることができているのだと感じました。そして、こうした従業員に対す
る心掛けは少なからず地域の人々に対してまで及ぶものとなり、これらが形となって車輌センターに結実
していったのではないでしょうか。
　「地球を大切に」という合い言葉の下に、これまでも、その事業を通じて循環型社会や低炭素社会の形
成推進に貢献されてきた同グループですが、車輌センターの完成・稼働により、今後はその事業を継続し
ていくためのグループ拠点としてだけでなく、地域の防災拠点としても機能し、そこに住む人々に安心を
与えていく存在となっていかれることを期待しています。なお、これは、「地域社会の総合環境インフラ」
として位置付けられていくことを業界のビジョンとして提唱している本会の理念と合致するものであるこ
とを申し添えておきます。

整備工場

給油所洗車場

は、大型車両でも対応が可能な車検（法定検査）
を行える場所を敷地内に設置している点である。
従業員（ドライバー）の労働環境や業務を少しで
も安心で効率のよいものとするための配慮も行き
届いており、清潔感のあるシャワールームや快適
に過ごせる仮眠室、従業員間の良好なコミュニ
ケーションとリラックスの場となる多目的休憩室
やレセプションルーム等が設けられている。な
お、これらに係る電力は、大阪の森林資源や近畿
圏で排出された木質系廃棄物由来の燃料によるバ
イオマスで発電されたものが利用されている。ま
た、洗車場で使われる水には、専用の雨水タンク
に集めたものを利用する等、環境配慮型設計の施
設となっている。

車両センター１階にある設備の一部 
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　最後に、訪問にあたり、業務ご多忙の中、また新型コロナ感染症禍のご多用の中、長時間にわたり誠実
にご対応、ご説明、ご案内くださった大幸工業株式会社取締役管理本部長の浜野真季様、同社リサイクル
推進室長の奥野健治様に心からお礼申し上げます。

（文責　小林　一郎）


